
 加美小学校 PTA子育て委員会の取組をご紹介  

幸せになる子育て 

いっしょにしていきましょう 
「幸せになりたい」「この子には幸せになってほしい」、親なら、願いは同じです。 

それぞれの子どもには、ひとりひとりの「いいところ」「すてきなところ」があります。それを見抜き、

本人に伝えることは、実はとても大切なことだと考えています。 

 加美小学校の子ども達の気になるところ、それは「自分に自信がない」子が多いことです。自信がな

いからこそ、一歩踏み出す「勇気」を持てずにいるのです。自信がないから、困難にであってもひとり

では立ち向かえず悩んでしまいます。子育てとは、教育とは、その子その子が自分の個性を大事にし、

自分の個性にあった職業を選び、まわりの人と友好的に関わり、家族という基盤を軸に、自己実現でき

るように育てることではないでしょうか。人生に困難はつきものです。「自分が好き」という気持ちは、

「自分がだれかのために必要である」という気持ちによって育まれます。そして、「自分を信じる力」

「他人と一緒に前に進む力」のある子どもは、将来困難があっても自分で切り拓くことができます。 

 どうか、子ども達に、「よいところ」を語ってください。自分に自信をもたせてください。「あなたは

ね、～なところがすてきなのよ」と教えてください。そして、子どもが苦手なことや困っていること

は、叱るのではなく、乗り越え方を一緒に考え、応援してください。「やりなさい」「そのくらいできる

でしょ」そう言われ、実はどうすればいいかわからず困ってしまいできない自分が悪いと思う子ども

も多いのです。どうすればいいか、どう人に関わればいいか、じっくりと子どもと話し合ってくださ

い。自分のよいところを知り、苦手を意識することは、他者を理解することにもつながります。 

それとともに、自分のいいところを家族や友達や社会に「貢献すること（他の人のためになにかする

こと）」を教えてほしいと思います。「優しさ」や「思いやり」、そしてだれかの役に立つこと（貢献）

は、かならず、自分に返ってきます。だれかから求めるばかりでは不満がつのります。まず自分から相

手に貢献することで、相手は自分の良さを理解してくれます。その大切さを教えてください。 

大人は一生子どもの困難を取り除いてやることはできません。自分にいいところがあることを知り、

勇気をもって前に進める「幸せをまわりとともに創れる」力を育む子育てをいっしょにしてまいりま

しょう。 

（文責 梶並） 

今回、話題の子育て本を 

PTA で購入し、 

貸し出しをはじめます。 

最新の子育てアイデア満載 
 （イラストや漫画いっぱい） 
まず、子育て委員さんが、 

先に読んでくださり、 

紹介してくださいました。 

本日お配りしています。 

 ぜひお読みください。 


